
本経寺本堂 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた ほんきょうじほんどう

所在地 美咲町吉ヶ原

指定年月日 昭和37年4月3日

解説

本経寺の前身は明応5年(1496)開山の桂
昌寺と伝えられ、江戸時代初期の元和4年
(1618)の再建棟札によると、施主、大工棟
梁ともに飯岡郷(現美咲町飯岡)の在住者
となっている。本堂は、方3間、単層入母屋
造、本瓦葺で、正面に1間の向拝[こうは
い]が付く。組物間の蟇股[かえるまた]に人
物・花鳥が写生風に丸彫されているほか、
内部の円柱上部から長押[なげし]に彩色
を施し、壁を飛天・鳳凰・ブドウの彩色画で
埋めるなど、桃山風の豪華絢爛な装飾が
展開されている。

アクセス方法 美作ICから車で約30分

公開状況 外観のみ

設備

備考


